
【
11
月
】

４
日
（
金
）
近
江
八
幡
市
立
看
護
専
門
学

校
「
廃
校
や
む
な
し
」
と
検
討
委

員
会
が
提
言
。

５
日
（
土
）
大
津
市
は
市
立
の
幼
稚
園
と

保
育
園
に
つ
い
て
の
「
共
通
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
を
策
定
。

９
日
（
水
）
大
津
市
が
市
立
小
中
学
校
で

実
施
し
た
い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
、
「
い
じ
め
ら
れ
る
人
に

も
原
因
が
あ
る
」
が
全
体
の
６
割

を
占
め
た
。

11
日
（
金
）
18
年
春

統
合
予
定
の
長
浜

市
、
浅
井
、
七
尾
両
小
学
校
の
保

護
者
や
学
校
な
ど
で
つ
く
る
検
討

協
議
会
、
市
と
市
教
委
に
22
項
目

の
提
言
書
。

15
日
（
火
）
い
じ
め
が
原
因
で
高
島
市
内

の
小
６
女
児
が
不
登
校
に
な
っ
て

い
る
問
題
で
、
校
長
が
加
害
・
被

害
児
童
の
保
護
者
と
の
三
者
面
談

を
虚
偽
の
理
由
で
キ
ャ
ン
セ
ル
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
。

21
日
（
月
）
大
津
市
の
越
市
長
と
桶
谷
教

育
長
ら
教
育
委
員
は
「
オ
ー
ル
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
授
業
」
を
先
行
実

施
し
て
い
る
瀬
田
北
中
学
校
を
視

察
。
そ
の
後
の
市
総
合
教
育
会
議

で
市
長
は
外
国
語
指
導
助
手
（A

L

T

）
の
増
員
を
求
め
た
。

28
日
（
月
）
県
立
学
校
い
じ
め
問
題
調
査

委
員
会
、
２
回
目
の
会
合
。
暴
力

や
い
じ
め
な
ど
の
問
題
が
起
き
た

際
、
警
察
と
の
連
携
が
進
ん
で
い

る
実
態
が
報
告
さ
れ
、
あ
ら
た
め

て
そ
の
必
要
性
を
確
認
し
た
。

29
日
（
火
）
県
立
守
山
養
護
学
校
の
保
護

者
ら
が
県
教
委
特
別
支
援
室
室
長

ら
と
懇
談
し
、
「
教
育
機
能
を
維

持
す
る
た
め
に
学
校
を
別
棟
で
残

す
こ
と
」
な
ど
を
訴
え
た
。
同
校

の
子
ど
も
た
ち
は
県
立
小
児
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
入
院
患
者
。

セ
ン
タ
ー
と
隣
接
す
る
県
立
成
人

病
セ
ン
タ
ー
と
の
統
合
が
浮
上
し
、

新
セ
ン
タ
ー
の
場
所
に
よ
っ
て
は

教
育
条
件
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
を

危
惧
し
て
い
る
。

【
12
月
】

４
日
（
日
）
野
洲
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督

が
男
子
部
員
に
暴
力
を
ふ
る
っ
た

と
し
て
県
教
委
か
ら
厳
重
文
書
訓

告
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
２
０
１
５
年
２
月
中
旬
、
部

員
２
人
の
保
護
者
か
ら
の
申
し
出

を
受
け
こ
の
監
督
は
サ
ッ
カ
ー
部

の
指
導
を
離
れ
て
い
た
。
訓
告
は

昨
年
３
月
24
日
に
出
さ
れ
た
が

「
懲
戒
処
分
に
当
た
ら
ず
公
表
基

準
に
該
当
し
て
い
な
い
」
と
し
て

公
表
し
て
い
な
か
っ
た
。

７
日
（
水
）
県
教
委
は
県
立
八
日
市
高
校

で
３
年
41
人
分
の
進
学
希
望
先
な

ど
が
印
刷
さ
れ
た
紙
を
誤
っ
て
再

利
用
し
、
他
の
生
徒
に
配
っ
て
い

た
と
発
表
し
た
。
紙
は
す
べ
て
回

収
さ
れ
て
お
り
、
個
人
情
報
流
出

に
よ
る
被
害
の
報
告
は
な
い
。

11
日
（
日
）
子
育
て
中
の
母
親
ら
が
企
画
・

運
営
す
る
「
お
か
あ
ち
ゃ
ん
の
た

め
の
け
ん
ぽ
う
カ
フ
ェ
＠
大
津
」

が
大
津
市
竜
が
丘
コ
ー
プ
ぜ
ぜ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
母
親
た
ち
20
人

が
来
場
し
、
若
手
弁
護
士
か
ら
改

憲
、
国
連
平
和
維
持
活
動
な
ど
安

全
保
障
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

12
日
（
月
）
彦
根
市
の
滋
賀
大
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は

彦
根
東
高
校
、
虎
姫
高
校
と
連
携

協
定
を
結
ん
だ
。

15
日
（
木
）
県
教
委
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
発

表
し
た
本
年
度
の
小
学
５
年
生
、

中
学
２
年
生
の
「
全
国
体
力
・
運

動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
」

（
全
国
体
力
テ
ス
ト
）
の
結
果
を
公

表
し
た
。
小
学
生
が
体
力
合
計
点

で
全
国
平
均
を
下
回
っ
た
が
、
中

学
生
は
男
女
と
も
上
回
り
、
２
０

０
８
年
度
調
査
開
始
以
来
、
最
高

点
と
な
っ
た
。

20
日
（
火
）
県
内
の
教
職
員
の
う
ち
、
週

20
時
間
以
上
の
超
過
勤
務
者
は
２

割
以
上
い
た
こ
と
が
県
教
職
員
互

助
会
の
実
態
調
査
で
分
か
っ
た
。

国
の
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
（
月
平

均
80
時
間
）
を
超
え
て
お
り
、
特

に
中
学
校
は
４
割
以
上
に
上
る
。

（
丹
・
宮
）

ト
ラ
ン
プ
は
い
つ
も
け
ん
か
腰
。
日
本

に
も
ト
ラ
ン
プ
が
い
る
。
市
民
の
幸
福
な

ど
眼
中
に
な
く
政
治
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

扱
う
。
当
然
、
弱
者
を
切
り
捨
て
る
。
ス

ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
や
引
き
こ
も
り
は
そ
の

反
映
か
。
原
、
島
村
両
氏
は
そ
う
し
た
社

会
と
正
面
か
ら
向
き
合
う
。
夢
や
希
望
、

働
く
意
味
を
現
代
に
問
う
て
い
る
。
た
だ
、

高
度
経
済
成
長
期
に
青
春
を
過
ご
し
た
私

に
は
、
時
代
を
超
え
て
若
者
の
未
来
を
語

る
こ
と
に
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
難
し

さ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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米
国
や
韓
国
、
ロ
シ
ア
の
大
統
領
に
関

わ
る
緒
問
題
、
国
内
に
あ
っ
て
は
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
」
「
カ
ジ
ノ
」
、
「
年
金
」
な
ど
日
本

の
進
路
に
関
わ
る
大
型
法
案
の
強
行
採
決

と
い
う
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
か
く
れ
、
全
く

国
民
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
民
、

公
明
、
民
進
３
党
の
提
出
し
た
「
部
落
差

別
解
消
推
進
法
案
」
が
共
産
党
以
外
の
賛

成
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
（
２
０
１
６

年
12
月
８
日
）
「
何
と
い
う
こ
と
を
し
て

く
れ
る
ん
だ
」
、
「
こ
れ
は
、
部
落
差
別

永
久
化
法
案
で
は
な
い
か
」
と
、
あ
き
れ

る
ば
か
り
で
怒
る
言
葉
が
み
つ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

昔
の
学
校
の
図
書
室
に
は
必
ず
住
井
す

え
さ
ん
の
小
説
「
橋
の
な
い
川
」
が
、
し

か
る
べ
き
書
架
に
並
ん
で
い
た
も
の
が
今

で
は
探
し
て
も
み
つ
か
ら
な
い
。
こ
の
こ

と
は
、
橋
の
な
い
川
な
ん
て
な
い
、
人
権

尊
重
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
こ
と
の
証
で

す
。
今
井
正
監
督
の
映
画
「
橋
の
な
い
川
」

の
一
部
、
二
部
を
鑑
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
、

「
ベ
ロ
出
し
ち
ょ
ん
ま
」
（
は
ぐ
る
ま
教

材
）
に
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、
今
、
イ

ク
ジ
イ
（
イ
ク
バ
ア
）
と
し
て
孫
子
の
育

ち
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
も

無
茶
な
時
代
錯
誤
の
法
案
成
立
に
怒
り
、

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
制
定
の
時
代

に
逆
戻
り
す
る
様
な
こ
と
は
さ
せ
な
い
と

握
り
こ
ぶ
し
に
力
を
込
め
て
い
ま
す
。

大
津
市
の
部
落
問
題
（
同
和
教
育
）
は

１
９
６
９
年
（
昭
和
44
年
）
に
「
大
津
市

同
和
教
育
研
究
大
会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）

に
「
人
権
を
考
え
る
大
津
市
民
の
つ
ど
い
」

と
し
て
発
展
し
、
子
ど
も
、
老
人
、
障
害

者
等
社
会
的
弱
者
を
独
り
ぼ
っ
ち
に
し
な

い
豊
か
な
市
民
生
活
を
保
障
し
て
い
く
た

め
人
権
に
つ
い
て
市
民
が
考
え
理
解
と
認

識
を
深
め
あ
っ
て
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

国
が
、
２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）
同
和

対
策
特
別
事
業
を
終
結
さ
せ
15
年
が
経
過

し
て
い
き
ま
し
た
。
。

そ
の
間
、
「
保
育
園
落
ち
た
。
日
本
死

ね
」
が
流
行
語
に
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど

も
の
貧
困
率
は
右
肩
上
が
り
で
子
育
て
、

教
育
に
格
差
が
拡
大
し
貧
困
の
連
鎖
が
心

配
さ
れ
て
い
る
の
に
若
者
を
支
援
す
る
施

策
は
軽
視
さ
れ
自
己
責
任
に
泣
い
て
い
ま

す
。
「
日
米
安
全
保
障
条
約
」
は
忠
実
に

守
っ
て
も
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
に
は

見
向
き
も
し
な
い
憲
法
無
視
の
政
治
が
今

の
政
府
で
す
。
そ
し
て
、
何
故､

今
、
部

落
問
題
な
の
か
、
十
分
な
論
議
を
し
な
い

ま
ま
火
事
場
泥
棒
の
よ
う
な
形
で
成
立
さ

せ
た
同
法
案
が
善
良
な
市
民
生
活
に
混
乱

を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
故
を
温
め
新
し
き

を
知
っ
た
地
域
住
民
の
登
場
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
な
が
お

ひ
さ
し
）
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滋

賀

の

教

育

動

向

2016年

11月
12月

民
主
化
に
逆
行
す
る
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」

元
滋
同
教
会
長

長
尾

寿

・民主化に逆行する「部落差別解消推進法」

／長尾 寿 …P1
・若者が育ちあう場を地域に／原 未来 …P2

・働く体験を通して働き方を学ぶ
／島村 恒平 …P3

・第３部会報告 政治的リテラシーをどのよう

に育てるか／西村 太志 …P4,5
・登校拒否・不登校問題滋賀県連絡会の 近の

活動／宮本 陽子 …P6
・今学校で 東北とつながる学び

／山田真理 …P7
・滋賀の教育動向 11・12月 …P8

《 今月の紙面 》
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